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（博士論文審査の結果の要旨） 

有機発光ダイオード（OLED）は、低駆動電圧、高輝度、広視野角、高速応答、簡単な製造プロセ

スという特徴があり、次世代の照明およびディスプレイ技術として知られている。この論文では、

新規 OLED 材料に関する多角的な研究を行っている。

第 1章では、OLED 材料の開発状況を概観し、申請者が取り組む正孔輸送性を持つ置換基を有す

る新規 OLED 材料について言及している。 

第 2 章では、スピロ骨格を基盤とした正孔輸送置換基を有する新規 OLED 材料を設計、合成し、

ホール輸送材料（電子ブロッキング材料）としてデバイスに応用した結果を述べている。通常の

フルオレン型（５員環型）のスピロ化合物だけでなく、一方を７員環型としたスピロ骨格を基盤

とした新規化合物を提案、合成している点が興味深い。これらの化合物は、ガラス転移温度が高

く熱安定性に優れ、また、ホール移動度が高いことを明らかにしている。これらの化合物をホー

ル輸送層に用いたデバイスは、従来材料を用いた場合に比べて、高効率化、長寿命化することを

示した。

第 3 章では、ジメチルジヒドロベンゾフランを電子供与性、すなわちホール輸送性のアクリジ

ンと組み合わせた 3 種類の新規電子ブロッキング材料の開発について記述している。これらの材

料は、優れた光物理特性と熱安定性を示し、青色蛍光発光デバイスの電子ブロック層材料として

用いることで、デバイスの駆動電圧の低減、発光効率の向上、駆動寿命の改善に効果的であるこ

とを実験的に示した。

第 4 章では、緑色リン光 OLED のホスト材料としての有用性が知られているキサントン骨格に、

正孔輸送性置換基であるカルバゾールを導入した新規 OLED 材料を提案している。合成した新規

OLED 材料は、120℃以上の高いガラス転移温度を示し、熱安定性に優れていた。カルバゾール基と

キサントン骨格の連結様式の違いによって、化合物の光物理特性が変化し、その結果として、発

光層ホスト材料として用いたデバイス特性が変化することを明らかにしている。新規材料の電子

移動度とホール移動度を評価し、その結果に基づいて適切な共ホスト材料と組み合わせることで

理論限界に達する発光量子効率を実現している。共ホスト型の発光層構造とすることで、デバイ

スの駆動耐久性が向上することも明らかにしている。

第 5章では、トリアジン構造を基盤とする OLED キャッピング材料を開発している。キャッピン

グ材料とは、薄い金属膜で作られた半透明な光透過カソード電極上に積層する材料で、屈折率整

合によって、光の外部取り出しを向上させる効果をもつ。置換基を正孔輸送性のカルバゾールと

することで、高屈折率化し、デバイスの発光効率が向上することを明らかにしている。 



以上のように、本論文は，正孔輸送性ユニットを置換基としてもつ OLED 材料を新規に提案、合

成し、その有用性を明らかにしている。12 種類の新規材料を、多層膜で構成される OLED のホール

輸送層、電子ブロック層、発光層ホスト、キャッピング層へと応用し、デバイス特性や寿命の向

上を達成している。本論文で示されていることは技術および学術的な意義があり，その内容は学

位論文に値する。 
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